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台風４号が今月、上陸して広い地域に大雨をも

たらし、各地に局地的な豪雨が降りました。多くの

犠牲者を出した 2018年の西日本豪雨をはじめ、近

年は７月に水害が相次いでいます。大切なのは、

早めの避難！線状降水帯が発生した場合は、局地

的にさらに雨量が増えるおそれがあります。土砂

災害、低い土地の浸水、河川の増水や氾濫には、厳

重に警戒しなければなりません。災害時には家族

がバラバラに避難することも考慮して、安否確認

の方法を事前に共有しておくことをおすすめしま

す。自宅にいる場合は近所の避難場所、仕事や学校

に行っている場合の避難所など、事前に避難場所

を想定しておくと安心です。 

また、ハザードマップを確認し、災害リスクにつ

いて家族で話し合っておくと、より防災意識への

理解が深まります。また素早く家族の安否を確認

するため、安否情報サービスなど全員が利用できるサービスの使い方も確認しておい

てください。命を守るためには、誤った情報をうのみにし、拡散することがあっては

なりません。命を守るために私たち自身が、日頃から防災に気を付けることです。 
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宮城県大崎市では、名蓋川が決壊 
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線状降水帯のメカニズム 


